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　４月９日に行われた１歳馬馬匹品評会　４月９日に行われた１歳馬馬匹品評会

で１等になった「小春姫」の背に乗るのはで１等になった「小春姫」の背に乗るのは

飼養者の細谷地飼養者の細谷地松松
まつまつ

男男
おお

さんの孫のさんの孫の唯唯
いい

力力
りきりき

くんくん

とと瑠瑠
るる

華華
かか

ちゃん。（関連記事は６～７ページ）ちゃん。（関連記事は６～７ページ）

■28年度当初予算■28年度当初予算　　…………………２～３…………………２～３
■町の広聴活動が変わりました　…４～５■町の広聴活動が変わりました　…４～５
■町民意識調査　……………………６～７■町民意識調査　……………………６～７

今月の主な内容今月の主な内容

た、高いよ～

背中に乗るの

ウマいね！
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地
方
交
付
税
４
割
超

自
主
財
源
は
約
26
％

歳入

子
育
て
支
援
な
ど

民
生
費
が
約
15
億
円

歳出

総
額
61
億
４
２
０
０
万
円

で
ス
タ
ー
ト

■平成28年度の会計別当初予算額と対前年度比

　

町
議
会
３
月
定
例
会
で
平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
61
億
４
２
０
０
万
円
で

す
。
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
１
億
１
６
０
０
万
円
（
１

･

９
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
町
予
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会計別 当初予算額 対前年度比

一 般 会 計 ６１億４，２００万円 △1.9%

国 保 事 業 会 計 １５億３，０００万円 △4.1%

後期高齢者医療会計 ８，６８０万円 △5.8%

介護保険事業会計 ７，５００万円 △3.0%

下 水 道 事 業 会 計 １億６，８３０万円 △4.0%

水 道 事 業 会 計 ９億２３万円 8.9%

総 額総 額 ８９８９億億２３３２３３万円万円 △1.4△1.4%%

■一般会計当初予算額の年度別推移

平成28年度当初予算

平成28年度の新規事業・主要事業

一般会計

１　豊かな自然と美しい景観のまちづくり
　　(景観・環境・土地利用)

【継続事業】

　町有林保育作業委託事業

　早渡地区環境調査業務委託事業

　家庭用生ごみ処理機等購入費補助事業　　他

【継続事業】

　障がい者自立支援給付事業

　地域包括支援事業　　他

※外円（目的別内訳）
※内円（性質別内訳）

教育費
6億7,031万円

（10.9％）

総務費
9億9,391万円

（16.2％）
公債費
6億7,424万円

（11.0％）

土木費
6億6,521万円
　　（10.8％）

民生費
15億3,679万円

　（25.0％）

衛生費
6億893万円

　（9.9％）

消防費
2億8,261万円（4.6％）

農林水産業費 
4億9,322万円
　　　（8.0％）

人件費
12億2,771万円

　（20.0％）

繰出金
6億3,911万円
　（10.4％）

公債費
6億7,424万円
　（11.0％）

　扶助費
5億7,025万円

（9.3％）

補助費等
7億9,060万円

（12.9％）
普通建設事業費
8億7,347万円

　（14.2％）

物件費
12億5,874万円
　　　（20.5％）

議会費 
9,422万円（1.5％）

商工費
1億1,268万円（1.9％）

その他 
988万円（0.2％）

その他
1億786万円（1.7％）

歳出

62
億
５
千
８
百
万
円

68
億
７
千
３
百
万
円

66
億
８
千
百
万
円

58
億
６
千
５
百
万
円

53
億
８
千
万
円

53
億
６
千
２
百
万
円

55
億
４
千
９
百
万
円

61
億
４
千
２
百
万
円

繰入金
6億4,051万円
　　　（10.4%） 諸収入 

1億2,222万円
　　（2.0%）

自主財源その他 
1億6,930万円
　　　（2.8%）

地方交付税 
27億3,540万円

（44.5%）

町債
8億1,830万円
　　（13.3%）

県支出金
3億4,687万円

　（5.7%）

国庫支出金 
3億9,065万円
　　　（6.4%）

地方消費税交付金 
1億6,400万円（2.7%）

地方譲与税 
8,200万円（1.3%）

歳入

　　自主財源
　　（25.7％）
15億7,636万円

依存財源
（74.3％）
45億6,564万円

依存財源その他
2,842万円（0.4%）

町税 
6億4,432万円
　　（10.5%）

２　高齢者もいきいき暮らすまちづくり
　　(生きがい・保健・福祉・コミュニティ)

３　子育て支援日本一のまちづくり
　　(子育て・教育・スポーツ)

【新規事業】

　学校・家庭・地域の連携協力推進事業　　他

【継続事業】

　「希望郷いわて国体」軽米実行委員会補助金

　小中学校学力向上支援員配置事業　　他

４　資源を活かした地域産業のまちづくり
　　(産業・地域ブランド)

【新規事業】

　養鶏生産基盤育成強化事業

【継続事業】

　軽米町新規求職者等地域雇用促進奨励金　　他

５　多様な交流が生まれるまちづくり
　　(交流・観光・文化)
【新規事業】

　かるまい交流駅整備事業

【継続事業】

　東日本大震災被災者支援事業補助金

　首都圏等交流促進事業　　他

６　豊かな暮らしを支えるまちづくり
　　(生活基盤・衛生・情報)
【新規事業】

　デジタル防災行政無線整備事業

　山内地区センター（仮称）建設事業

　除雪車両更新事業　　他

【継続事業】

　町道整備事業　　他

７　結いの精神のまちづくり
　　(結い・協働参画・行政)

【継続事業】

　百人委員会設置事業

　軽米町行政区活動交付金　　他

　

町
に
入
る
お
金
の
中
で
一
番
多
い
の

は
、
地
方
交
付
税
の
27
億
３
５
４
０
万
円

で
歳
入
全
体
の
44
・
５
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
町
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

　

次
に
多
い
の
は
町
債
（
借
入
金
）
で
８

億
１
８
３
０
万
円
（
歳
入
全
体
の
13
・
３

％
）
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
税

（
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
た
ば
こ
税
な
ど
）
で
６
億
４
４
３
２

万
円
（
同
10
・
５
％
）
、
国
庫
支
出
金
が

３
億
９
０
６
５
万
円
（
同
６
・
４
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に
分
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
町
税
や
公
共
施
設
の
使

用
料
、
住
民
票
の
交
付
手
数
料
な
ど
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
お
金

　

皆
さ
ん
の
生
活
向
上
の
た
め
に
最
も
多

く
使
わ
れ
る
の
は
、
老
人
福
祉
事
業
や
児

童
福
祉
事
業
な
ど
の
民
生
費
で
15
億
３
６

７
９
万
円
と
歳
出
全
体
の
25
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
次
が
総
務
費
で
９
億
９
３
９
１

万
円
（
歳
出
全
体
の
16
・
２
％
）
、
次
い

で
借
入
金
返
済
の
た
め
の
公
債
費
が
６
億

７
４
２
４
万
円
（
11
％
）
、
教
育
費
が
６

億
７
０
３
１
万
円
（
10
・
９
％
）
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た

り
に
換
算
し
て
み
る
と
、
平
成
28
年
３
月

末
の
人
口
が
９
６
６
８
人
、
町
税
は
６
億

４
４
３
２
万
円
で
す
の
で
、
一
人
当
た
り

６
万
６
６
４
円
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
歳
出
総
額
は
61
億

４
２
０
０
万
円
で
す
の
で
、
一
人
当
た
り

63
万
５
２
９
２
円
の
経
費
で
町
政
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が
自
主
財
源
で
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
、
借
入
金
が
依
存
財
源
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
自
主
財
源
は
15
億
７
６

３
６
万
円
で
全
体
の
25
・
７
％
と
な
り
前

年
度
当
初
の
21
・
１
％
か
ら
４
・
６
ポ
イ

ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
依

存
財
源
は
45
億
６
５
６
４
万
円
で
全
体
の

74
・
３
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
予
算
は
、
歳
入
は
町
税
収
入

の
確
保
、
適
正
な
受
益
者
負
担
の
設
定
等

に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
歳
出

は
歳
入
の
減
少
に
見
合
う
歳
出
の
抑
制
を

基
本
と
し
、
事
業
効
果
の
検
証
や
各
事
業

の
優
先
順
位
の
選
択
を
徹
底
し
て
行
い
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
活
用
を
基
本

に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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多
く
の
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い

町
の
広
聴
活
動
が
変
わ
り
ま
し
た

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
懇
談
会
や
町
政
モ
ニ
タ
ー
、
町
民
意
識
調
査

の
実
施
や
意
見
箱
の
設
置
な
ど
の
広
聴
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
り

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
広
聴
活
動
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

百
人
委
員
会
の
設
置

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
で

は
平
成
27
年
に
『
軽
米
町
百
人
委
員
会
』

を
設
置
し
ま
し
た
。町
の
将
来
の
た
め
に
、

生
活
の
中
で
抱
え
る
多
様
な
課
題
解
決
の

た
め
に
、

・
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
で
き
る
こ
と
は

　

何
か
（
自
助
）

・
地
域
や
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
で
き
る
こ

　

と
は
何
か
（
共
助
）

・
行
政
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
（
公
助
）

を
考
え
、
町
の
自
立
と
持
続
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
し
た
話
し
合
い
の
場
で
す
。

軽米町百人委員会の組織

◎部会…それぞれの分野でまちづくりについ

　ての意見を交わす場。各部会は以下のとおり。

○高齢者いきいき部会

○しごと部会

○スポーツ・文化・観光部会

○環境・衛生部会

○はつらつ子育て部会

◎代表者会議…各部会の正副部会長が集まり、

　部会の運営や提言について協議する場。

◎全体会…全委員が集まり開催される発表、

　意思決定の場。

　

百
人
委
員
会
は
、
高
齢
者
福
祉
、
産
業
・

雇
用
、
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
文
化
、
環
境
、

子
育
て
な
ど
、
町
民
自
ら
が
身
近
な
町
の

部
会
で
意
見
集
約

　

軽
米
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
を
テ
ー
マ
に
、
平

成
27
年
９
月
下
旬
か
ら
10
月

上
旬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

第
１
回
目
の
会
議
で
は
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
減
っ
て

い
く
数
字
を
見
て
寂
し
か
っ

た
」「
軽
米
が
他
よ
り
も
特

殊
出
生
率
が
高
い
こ
と
が
わ

か
り
、オ
ッ
と
思
っ
た
」「
以

前
は
即
戦
力
を
募
集
す
る
求

人
を
出
し
て
い
た
が
、
若
い

問
題
を
考
え
る
５
つ
の
部
会
と
、
代
表
者

会
議
、
全
体
会
か
ら
組
織
さ
れ
ま
す
（
左

記
参
照
）。
委
員
は
町
内
の
各
団
体
か
ら

の
推
薦
の
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
委
員
も
全

体
の
４
分
の
１
を
占
め
、
初
年
度
は
総
勢

84
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

人
が
受
け
に
く
い
。
町
に
残
っ
て
仕
事
を

し
て
も
ら
う
に
は
、
一
か
ら
人
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
条
件
を
見
直
し
て

い
る
」「
１
万
人
を
割
っ
た
が
、
こ
の
人

口
だ
か
ら
で
き
る
町
づ
く
り
が
あ
る
と
思

う
」
な
ど
各
委
員
が
率
直
な
意
見
を
述
べ

合
い
ま
し
た
。
第
２
回
の
部
会
で
も
各
部

会
の
分
野
を
テ
ー
マ
に
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
や
仕
事
の
中
で
感
じ
て
い
る
問
題

や
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
な
ど
を
発
表
し

合
い
、
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
て
、
３

月
に
行
わ
れ
た
全
体
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

　

部
会
や
全
体
会
の
進
め
方
な
ど
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
、
行
政
と
住
民
が
両
輪

と
し
て
機
能
し
合
う
、
協
働
の
場
を
目
指

し
ま
す
。

地
域
懇
談
会
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
廃
止

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、
年
に
一

度
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
催
時
期

や
会
場
な
ど
を
見
直
し
な
が
ら
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
参
加
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
偏
り
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
目
的
と
性
質
が
類
似
す
る
百

人
委
員
会
の
設
置
に
伴
い
、
地
域
懇
談
会

を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

町
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
町
民
参
加
の
行
政

を
推
進
し
、
積
極
的
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
53
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
38
年
間
に
わ
た
り
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
か
ら
は
町
民
目
線
の
率
直
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
各
課
か
ら
の
推
薦

と
公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

百
人
委
員
会
の
委
員
と
重
複
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
平
成
27
年
度
の
町
政

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
最
後
に
、
町
政
モ
ニ

タ
ー
を
廃
止
し
ま
し
た
。

意
見
箱
の
常
設

　

平
成
26
年
度
に
行
っ
た
地
域
懇
談
会
に

合
わ
せ
て
、
当
日
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方

の
た
め
に
意
見
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
意
見
箱
を
常
設
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
住
み
よ
い
軽
米
町
と
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

○
設
置
場
所

　

役
場
町
民
ホ
ー
ル
、
小
軽
米
出
張
所
、

　

晴
山
出
張
所
、
町
立
図
書
館
、
物
産
交

　

流
館

○
そ
の
他

　

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
定
期
的
に
回

　
　

収
し
ま
す
。

　

・
意
見
の
記
入
用
紙
は
、
意
見
箱
の
設

　
　

置
場
所
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【各行政区からの要望の例】

・行政区活動への補助金を活用しやすく、

　手続きも簡素化してほしい。

・高齢者の見守りを定期的に行ってほしい。

・町道の草刈りを町内会に任せてほしい。

・共食事業を楽しみにしているので、今後

　も継続して行ってほしい　など

地
域
の
課
題
・
要
望
の
取
り
ま
と
め

　

近
年
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
み
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
や
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
り
、
地
域

委員には山本賢一町長から委嘱状が手渡されました

町の未来を考え活発な意見交換が行われた作業部会

　
　

で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

・
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
町
か

　
　

ら
の
回
答
が
必
要
な
場
合
は
、
お
名

　
　

前
や
ご
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し

　
　

ま
す
。

※
取
り
扱
う
内
容
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
提
言
や
行
政
に
対
す
る
要
望
で

す
。
他
人
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
も
の
、
誹
謗
中
傷
な
ど
の
不
適
切
な

内
容
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
を
目
指
し
、
町
で
は
、
行
政
連
絡

区
長
の
皆
さ
ん
に
、
地
域
の
課
題
や
要
望

の
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
、
行
政
連
絡

区
長
会
議
の
際
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
各
行
政
区
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
要
望
な
ど
に
対
す
る
町
の
対
応
方

針
に
つ
い
て
、
関
係
課
で
検
討
中
で
す
。

ま
と
ま
り
次
第
、
各
行
政
区
長
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
百
人
委
員
会
の
議

事
録
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。今
後
も
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、

答
え
て
い
く
広
聴
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

旧小学校区単位で行われていた地域懇談会

町立図書館のカウンターに設置した意見箱



平成28年 (2016) ５月号… 67 686号…広報かるまい

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

～
町
民
の
声
を
～

～
町
民
の
声
を
～

平
成
27
年
度
町
民
意
識
調
査　

…
テ
ー
マ
は
「
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
「
職
員
の
窓
口
対
応
」

　

町
で
は
平
成
28
年
２
月
、
町
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
「
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
」
と
「
職
員
の

窓
口
対
応
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
調
査
は
町
内
に
在

住
す
る
５
０
０
人
を
対
象
に
町
統
計
調
査
員
を
通
じ
て
実

施
。
そ
の
う
ち
４
６
６
件
の
有
効
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
？

①
定
期
的
に
見
て
い
る
４･

４
％

②
時
々
見
て
い
る　
　

12･

０
％

③
以
前
は
見
て
い
た　

11･

８
％

④
見
た
こ
と
は
な
い　

71
・
８
％

　

<

概
要>

　

年
代
別
に
表
す
と
、
30
代
で
は

51
・
１
％
、
20
代
で
61
・
９
％
、

40
代
以
上
は
70
％
以
上
が
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

た
こ
と
が
無
い
理
由
は
？

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　

い
な
い　
　
　
　
　

69
・
０
％

②
必
要
性
を
感
じ
な
い
９
・
６
％

③
興
味
・
関
心
が
無
い
12
・
７
％

④
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の

　

を
知
ら
な
か
っ
た　

６
・
９
％

⑤
そ
の
他　
　
　
　
　

１
・
８
％

　

<

概
要>

　

町
で
は
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
敷
設
し
て
い
る
が
、
多
く

の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
し
て
い
な
い
理

【
問
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
視

聴
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
内
容
に

満
足
し
て
い
る
か
？

①
満
足
し
て
い
る　
　

11
・
８
％

②
ま
あ
満
足
し
て
い
る
51
・
２
％

③
や
や
不
満
が
あ
る　

28
・
３
％

④
不
満
が
あ
る　
　
　

８
・
７
％

　

<
概
要>

　

全
体
の
37
％
の
方
が
多
少
な
り

と
も
不
満
を
持
っ
て
い
ま
す
。
年

代
別
に
み
る
と
、
各
年
代
と
も
３

割
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
50

代
は
過
半
数
が
不
満
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

【
問
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

自
由
意
見

・
知
り
た
い
情
報
を
探
す
の
に
時

　

間
が
か
か
る
。

・
ホ
ー
ム
画
面
に
文
字
が
多
く
て

　

見
づ
ら
い
。

・
更
新
が
遅
く
情
報
が
古
か
っ
た
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

　

取
り
に
関
す
る
予
約
受
付
や
混

　

雑
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
な
れ

　

ば
よ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ

　

た
記
事
が
、
い
つ
の
日
付
の
も

　

の
な
の
か
（
最
新
な
の
か
ど
う

　

か
）
が
分
か
る
と
、
見
や
す
く

　

な
る
と
思
う
。

・
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

　

時
間
を
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
。

由
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
機
器
が
無
い
が
50
・
１

％
、
次
い
で
必
要
性
を
感
じ
な
い

が
22
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

調査対象者
　町内在住者500人（住民基本台帳から
　層化抽出法により選定）
調査方法
　町統計調査員による訪問留め置き調査
調査日：平成28年２月11日
有効回収数：466件 有効回収率：93.2％
回答者内訳
　男性228人　女性237人　無回答１人
　20～29歳(21人)　30～39歳(46人)
　40～49歳(81人)　50～59歳(119人)
　60～69歳(145人) 70歳以上(54人)

「
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

定例調査分

【問】軽米町はあなたにとっ【問】軽米町はあなたにとっ
て住みよいところですか？て住みよいところですか？

今後のまちづくりに向けた提案など
・休日や祝日はごみ収集がないが、可燃ごみ
　と生ごみだけでも収集してほしい。
・どの地区が停電しているか情報が欲しい。
・土曜日にも朝と昼に１往復でもバスがあれ
　ば部活動に参加しやすい。有料でもお願い
　したい。
・若い人が働ける場所を確保してほしい。
・火葬場を早く新しくしてほしい。
・町の雑穀をもっとアピールしてほしい。
・道の駅のような町内外から人が集まる施設
　が欲しい。
・就学援助の費用が足りない。学生服購入は
　全額見てほしい。
・災害時の休校の有無を町の放送で流すとよ
　いのでは。

【問】町で特に力を入れてほしい施策は？【問】町で特に力を入れてほしい施策は？（複数回答）（複数回答）

①非常に住み①非常に住み
よい(9.2％)よい(9.2％)

②まあまあ②まあまあ
住みよい住みよい
（67.1％)（67.1％)

③やや住みに③やや住みに
くい（19.3％)くい（19.3％)

④非常に住み④非常に住み
にくい(4.4％)にくい(4.4％)

【問】現在住んでいる所に住【問】現在住んでいる所に住
み続けたいですか？み続けたいですか？

①住み続けた①住み続けた
い（64.8％)い（64.8％)②町内の別②町内の別

な所に住みな所に住み
たい(5.1％)たい(5.1％)

③他市町村③他市町村
に転居したに転居した
い(9.9％)い(9.9％)

④分からない④分からない
(20.2％)(20.2％)

■町民意識調査の詳しい結果については、役場１階の町民ホールにて公表しています。■町民意識調査の詳しい結果については、役場１階の町民ホールにて公表しています。

【
問
】
職
員
の
あ
い
さ
つ
、
声
か

け
の
し
か
た
は
？

①
良
い　
　
　
　
　
　

22
・
０
％

②
ま
あ
良
い　
　
　
　

13
・
７
％

③
ふ
つ
う　
　
　
　
　

34
・
８
％

④
や
や
悪
い　
　
　
　　

８
・
９
％

⑤
悪
い　
　
　
　
　
　

 

５
・
６
％

⑥
わ
か
ら
な
い　
　
　

15
・
０
％

　

<

概
要>

　

全
体
の
14
・
５
％
の
方
か
ら「
や

や
悪
い
」「
悪
い
」
と
い
う
回
答

が
あ
り
、
理
由
に
は
「
暗
い
、
不

親
切
、
こ
わ
い
」「
笑
顔
が
足
り

な
い
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
】
話
を
聞
く
態
度
は
？

①
良
い　
　
　
　
　
　

22
・
８
％

②
ま
あ
良
い　
　
　
　

18
・
９
％

③
ふ
つ
う　
　
　
　
　

35
・
２
％

④
や
や
悪
い　
　
　
　

 

５
・
７
％

⑤
悪
い　
　
　
　
　
　

 

３
・
３
％

⑥
わ
か
ら
な
い　
　
　

14
・
１
％

　

<

概
要>

　

全
体
の
41
・
７
％
が
「
良
い
」

「
ま
あ
良
い
」
と
回
答
。「
親
身
に

聞
い
て
く
れ
る
」「
静
か
に
最
後

ま
で
待
っ
て
い
て
く
れ
る
」
な
ど

の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

【
問
】
職
員
の
説
明
、
話
し
方
は
？

【
問
】
職
員
の
窓
口
対
応
に
つ
い

て
の
自
由
意
見

・
仕
事
の
内
容
上
、
静
か
な
環
境

　

は
仕
方
な
い
が
、
笑
顔
が
無
く

　

事
務
的
で
緊
張
す
る
。

・
窓
口
に
誰
も
い
な
い
時
は
、
奥

　

の
方
で
見
て
い
な
い
で
対
応
し

　

て
ほ
し
い
。

・
全
体
的
に
は
み
ん
な
い
い
職
員

　

だ
が
、
た
っ
た
一
人
の
対
応
で

　

と
て
も
不
愉
快
な
思
い
を
し
た

　

こ
と
が
あ
る
。
一
人
の
せ
い
で

　

イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
な
る
こ
と
は

　

残
念
。

・
と
て
も
親
切
な
人
と
不
愛
想
な

　

人
と
の
落
差
が
激
し
い
。

・
上
か
ら
目
線
で
見
ら
れ
て
い
る

　

よ
う
な
感
じ
は
何
十
年
も
前
か

　

ら
あ
り
ま
す
。

・
最
近
、
職
員
の
窓
口
対
応
が
改

　

善
し
て
き
た
と
思
う
。

・
笑
顔
で
親
し
み
や
す
い
役
場
職

　

員
が
増
え
て
ほ
し
い
。

「
職
員
の
窓
口
対
応
」

【
問
】
用
件
を
済
ま
せ
る
ま
で
の

時
間
は
長
い
？

①
良
い　
　
　
　
　
　

17
・
９
％

②
ま
あ
良
い　
　
　
　

15
・
８
％

③
ふ
つ
う　
　
　
　
　

40
・
３
％

④
や
や
悪
い　
　
　
　

 

７
・
０
％

⑤
悪
い　
　
　
　
　
　

 

３
・
５
％

⑥
わ
か
ら
な
い　
　
　

15
・
５
％

　

<

概
要>

　

「
や
や
悪
い
」「
悪
い
」
と
い
う

回
答
は
全
体
の
約
１
割
だ
っ
た

が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
課
内

で
情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
な
い
」

「
職
員
の
知
識
不
足
を
感
じ
る
」

「
電
話
を
し
て
か
ら
行
っ
た
が
、

書
類
の
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

１位　産業振興、雇用促進（13.8％）４位　高齢者福祉（12.2％）

２位　除排雪の充実（13.2％） ５位　子育て支援（6.9％）

３位　保健・医療（12.9％） ６位　交通機関の充実（5.8％）

①
良
い　
　
　
　
　
　

18
・
８
％

②
ま
あ
良
い　
　
　
　

19
・
０
％

③
ふ
つ
う　
　
　
　
　

38
・
４
％

④
や
や
悪
い　
　
　
　

 

３
・
９
％

⑤
悪
い　
　
　
　
　
　

 

３
・
７
％

⑥
わ
か
ら
な
い　
　
　

16
・
２
％

　

<

概
要>

　

「
ゆ
っ
く
り
丁
寧
な
の
で
質
問

も
し
や
す
い
」「
言
葉
遣
い
が
や

わ
ら
か
い
」
と
い
う
回
答
が
あ
る

一
方
で
、「
な
ま
り
が
強
く
、
１

回
で
理
解
で
き
な
い
」「
専
門
用

語
が
多
い
」「
威
圧
的
に
感
じ
る
」

と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。

【
問
】
不
満
の
理
由
は
？

①
デ
ザ
イ
ン
が
見
に
く
い
９･

１
％

【
問
】
今
後
、
充
実
さ
せ
る
と
よ

い
情
報
は
？

①
防
災
・
災
害　
　
　

16･

１
％

②
保
健
・
医
療
・
福
祉
21･

０
％

③
役
場
の
事
業　
　
　

14･

０
％

④
観
光　
　
　
　
　
　

６
・
８
％

⑤
求
人　
　
　
　
　
　

13
・
９
％

⑥
く
ら
し
の
お
役
立
ち
13
・
８
％

公
共
施
設
の
予
約　
　

３
・
５
％

そ
の
他　
　
　
　
　
　

１
・
０
％

わ
か
ら
な
い　
　
　
　

９
・
９
％

　
<

概
要>

　

そ
の
他
の
回
答
に
は
「
各
分
野

の
割
引
、
優
遇
」「
軽
米
出
身
の

偉
人
や
歴
史
、
各
産
業
の
詳
し
い

情
報
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
】
総
合
的
に
見
て
、
職
員
の

対
応
は
？

①
良
い　
　
　
　
　
　

20
・
６
％

②
ま
あ
良
い　
　
　
　

18
・
７
％

③
ふ
つ
う　
　
　
　
　

35
・
１
％

④
や
や
悪
い　
　
　
　

 

８
・
３
％

⑤
悪
い　
　
　
　
　
　

 

２
・
６
％

⑥
わ
か
ら
な
い　
　
　

14
・
７
％

②
情
報
が
探
し
に
く
い
34･

８
％

③
情
報
が
少
な
い　
　

48･

５
％

④
そ
の
他　
　
　
　
　

７
・
６
％

　

<

概
要>

　

そ
の
他
の
意
見
に
は
「
更
新
が

遅
い
」「
興
味
を
ひ
く
情
報
が
な

い
」「
平
板
的
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。



平成28年 (2016) ５月号… 89 686号…広報かるまい

　広報かるまい４月号でお知らせしたように、児童・生徒の医療費助成の医療費給付申請が県内

医療機関で、できるようになりました。

　今月号では「医療費助成給付申請書」の記載についてお知らせします。
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新
教
職
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

～
よ
う
こ
そ
、
軽
米
町
へ
！
～

【
軽
米
小
学
校
】

【
軽
米
小
学
校
】

副

校

長

副

校

長

浅　

倉　
　

浅　

倉　
　

圭圭
ほ
ま
れ

ほ
ま
れ　　

教

諭

教

諭

小
田
島　

小
田
島　

幸幸さ
ち
さ
ち　　

江江ええ

教

諭

教

諭

三

浦

三

浦

壽壽ひ
さ
ひ
さ

子子ここ

教

諭

教

諭

高

橋

高

橋

真真ま
さ
ま
さ

大大ひ
ろ
ひ
ろ

教

諭

教

諭

千

田

千

田

善善よ
し
よ
し

敬敬た
か
た
か

【
小
軽
米
小
学
校
】

【
小
軽
米
小
学
校
】

教

諭

教

諭

西

舘

西

舘

知知の
り
の
り

子子ここ

教

諭

教

諭

村

山

村

山

和和か
ず
か
ず

男男おお

【
晴
山
小
学
校
】

【
晴
山
小
学
校
】

校

長

校

長

工

藤

工

藤

健健た
け
た
け

三三みみ

副

校

長

副

校

長

瀧
野
澤　

瀧
野
澤　

公公くく　　

美美みみ

教

諭

教

諭

千

田

千

田

雅雅ま
さ
ま
さ

彦彦ひ
こ
ひ
こ

　

平
成
28
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
っ
て
15
人
の
先
生
方
が
町
内
の

小
中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
異
動
し
て
来
ら
れ
た
先
生
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
軽
米
中
学
校
】

【
軽
米
中
学
校
】

校

長

校

長

石

橋

石

橋

和和か
ず
か
ず

彦彦ひ
こ
ひ
こ

主
幹
教
諭

主
幹
教
諭
　

奥　
　

　

奥　
　

智智さ
と
さ
と　　

志志しし

教

諭

教

諭

及

川

及

川

圭圭け
い
け
い

司司じじ

教

諭

教

諭

渡　

辺　

ト
モ

渡　

辺　

ト
モ
子子ここ

主

査

主

査

三

澤

三

澤

直直な
お
な
お

司司しし

9

盛
岡
地
方
気
象
台
が
発
表
す
る

警
報
、
特
別
警
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信

　

平
成
27
年
11
月
19
日
か
ら
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に

向
け
た
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
、「
気

象
等
に
関
す
る
特
別
警
報
」と「
噴

火
に
関
す
る
特
別
警
報
」
の
配
信

が
始
ま
り
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

全
て
の
特
別
警
報
が
緊
急
速
報

特
別
警
報
の
発
表

　

大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ

り
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
盛
岡
地
方
気
象

台
で
は
、
警
報
や
特
別
警
報
な
ど

を
発
表
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
平
成
27
年
９
月
関
東
・

東
北
豪
雨
」や「
東
日
本
大
震
災
」

の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て

数
十
年
に
一
度
程
度
の
大
雨
や
津

波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災

害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
気
象
台

は「
特
別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年

に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
た
だ

ち
に
地
元
市
町
村
の
避
難
情
報
な

ど
を
確
認
し
、
周
囲
の
状
況
に
応

じ
て
、
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
に

は
、
す
で
に
外
出
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

警
報
な
ど
を
活
用
し
、
早
め
の

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
周
囲
の
危
険
箇

所
や
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

『
特
別
警
報
』
は
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
防

災
無
線
な
ど
の
様
々
な
方
法
で
伝

え
ら
れ
ま
す
。『
警
報
』『
特
別
警

報
』
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち

に
地
元
市
町
村
の
避
難
情
報
な
ど

を
確
認
し
、
適
切
な
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.jm

a
.g

o
.jp

/
jm

a
/

k
ish

o
u

/
k

n
o
w

/
to

k
u

b
e
tsu

-

k
eih

o
/in

d
ex

.h
tm

l

）
で
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

気
象
庁
盛
岡
地
方
気
象
台
（
☎

０
１
９　

６
２
２　

７
８
７
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信

し
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
の
避
難

情
報
に
従
う
な
ど
、
適
切
な
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

児童生徒の医療費助成

給付申請書の書き方は？

60乳幼児を囲む

申請日を記入

申請者の住所と、受給

者または申請者の氏名

と診療年月を記入

受 給 者 の 氏 名、

性 別、 受 給 者 証

番号を記入

保険証の種類と区分、

記号番号を記入

【ご注意ください】

　①事業名欄は「児童・生徒」分も「60　乳幼児」を囲んでください。

　②県内の医療機関が対象となります。県外分の申請については領収書と医療費

　　給付申請書（右写真）を役場町民生活課へ提出してください。

医療費助成についてのお問い合わせは、町民生活課町民生活グループ（☎４６－

４７３４）までご連絡ください。

↑医療費給付申請書



平成28年 (2016) ５月号…1011 686号…広報かるまい

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

新しい力が加わり、春の火災予防活動を展開
町消防団幹部・新入団員訓練、山火事防止パレード

　株式会社レノバ（木南陽
よう

介
すけ

代表取締役社長）が山内

地区に建設を進める「軽米西／東ソーラー発電所」の

立地協定書調印式が４月 13 日に役場庁舎で行われ、

松浦求町議会議長の立会いの下、同社の木南社長と山

本賢一町長が協定書を取り交わしました。山本町長が

「住民の理解を得ながら、地元貢献を最大限に実施し、

安全な施設を建設してもらいたい」とあいさつすると、

木南社長は「安全な工事に努めるとともに、町の活性

化にも貢献したい」と力強く答えました。４月 16 日、

17 日には町民への事業・工事内容の説明会が開催さ

町内の大規模太陽光発電（メガソーラー）事業の動き
軽米西／東ソーラー、軽米・西山

（
右
写
真
）
山
火
事
防
止
を
呼

び
か
け
町
内
を
回
り
ま
し
た

　町消防団（山舘松
まつ

五
ご

郎
ろう

団長）が 4 月 10 日、町農村

環境改善センターを会場に、幹部と新入団員の訓練を

行いました。訓練に先立ち辞令交付が行われ、団員た

ちは皆神妙な面持ちで山舘団長から役職と所属が記さ

れた辞令書を受け取りました。その後、新入団員たち

は二戸消防署軽米分署の署員から消防団員としての心

構えや訓練礼式などの指導を受けました。幹部たちは、

自らも消防団員として活動している岩手医科大学いわ

て東北メディカル・メガバンク機構の佐々木 亮
りょう

平
へい

さ

んを講師に迎え、「軽米町の健康づくりについて消防

団としてできること」と題した講演を聞き、町民の生

命を守るためには団員自らも健康でなければならない

ことなどを再認識しました。

　4 月 17 日には山火事防止パレードが行われ、全８

分団全ての部が３つの班に分かれて、山火事防止の放

送を流しながら町内全域を回りました。

（
上
写
真
）
山
舘
団
長
（
左
）
か

ら
辞
令
を
受
け
る
新
入
団
員

（
右
）
啓
発
物
品
を
受
け
取
る
横
井
内

勲
と
黒
瀬
さ
ん

（
上
）
声
を
か
け
な
が
ら
黄
色
い
羽
根
を

付
け
ま
し
た

子どもの安全を地域で守る
黄色い羽根街頭配布、交通安全・防犯啓発グッズ交付

　全国春の交通安全週間（４月６日から 15 日まで）

に合わせて４月 11 日、交通事故防止を呼びかける黄

色い羽根の街頭配布が町内の通学路で行われました。

町の交通安全母の会（工藤佐
さ

紀
き

子
こ

会長）や交通指導隊

（永井美
み

保
ほ

子
こ

隊長）、二戸地区交通安全協会軽米分会（圃

田喜
き

一
いち

分会長）など町内の交通安全関係の団体のほか、

小中学校の先生や役場職員が参加し、「車に気を付け

てね」「元気にいってらっしゃい」などの声をかけな

がら黄色い羽根を配りました。

　黄色い羽根の街頭配布に先んじて、４月８日には工

藤会長と町防犯協会（日山一
かず

夫
お

会長）の山舘松五郎防

犯隊長が軽米小学校を訪問。新入生代表の横井内 竣
しゅん

太
た

君と黒瀬ひなたさんに防犯ブザーや夜光反射材など

を贈りました。グッズを受け取った横井内くんと黒瀬

さんは「道路を歩くときは車に気を付けます」「知ら

ない人にはついていきません」と工藤会長と山舘隊長

に約束しました。防犯グッズと交通安全グッズは町内

すべての小学校に配布されます。

れ、同 27 日には建設予定地で町関係者、事業者、地権者など約 150 人

が出席し「軽米西ソーラー発電所」（48 メガワット）の起工式が行われ、

平成 31 年７月の稼働を予定しています。

　４月 23 日には、Sky Solar Japan 株式会社（陳
ちん

鋭
えい

社長）が小軽米地区

に建設を進める「軽米・西山太陽光発電所」（２メガワット、平成 28 年

８月稼働予定）の住民説明会が開かれるなど、町内のメガソーラー関連事

業が着々と進んでいます。

山
本
賢
一
町
長
（
右
）
と
協
定
書
を
手

に
す
る
木
南
陽
介
代
表
取
締
役
社
長

軽米西ソーラー発電所の起工式

平成31年に稼働予定の軽米西ソーラー発電所のイメージ図

折爪サービスエリア

軽米中心街



平成28年 (2016) ５月号…1213 686号…広報かるまい

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

　町内初の認定こども園「音更認

定こども園」で開園・入園式が行

われました。開園式では、新入園

児を含む全園児が父母らと手をつ

なぎ笑顔で入場。園児代表の原田

櫂
かい

君と鈴木梨
り

凜
り

ちゃんがステージ

に立ち、声をそろえて喜びのこと

ばを述べました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

開
園
の
喜
び
を
語
る

共
進
会
で
１
等
を
取
っ
た
細
谷
地
さ

ん
の
「
小
春
姫
」

馬のいななき響くせり市
１歳馬共進会・せり市

　軽米家畜市場で４月９日、九戸畜産農協（久慈匡
くに

弘
ひろ

代表理事組合長）主催の１歳馬共進会とせり市が開か

れました。共進会には４頭が出場し、細谷地松
まつ

男
お

さん

（高柳）の「小
こ

春
はる

姫
ひめ

」が見事１等に輝きました。細谷

地さんは「馬にケガをさせないことが大切。ケガをす

ると体格や姿勢にも影響が出てしまう」と飼養管理の

難しさを語りました。共進会の後に行われたせり市に

は、共進会に出場した４頭のほか、日本輓系種やポニ

ーなどの番外馬54頭が上場され、参加者の威勢のい

い声とともに次々と落札されました。

委
嘱
状
を
受
け
取
る
新
井
田
さ
ん

（
左
）

　町の人権擁護委員１名が任期満了を迎え、新井田宣
のり

久
ひさ

さん（沢里）が新任されました。4 月 7 日に委嘱状

の交付を受けた新井田さんは「職場でもお客様をはじ

め皆さんの気軽な相談窓口となることを意識していま

す。微力ではありますが、啓発活動などに努めます」

と一層気持ちを引き締めていました。任期は平成 31

年 3 月 31 日までです。また、３月 31 日で退任され

た小林敦
あつ

子
こ

さん（下円子下組）には法務局から感謝状

が贈られました。

人権擁護委員に新井田さん
人権擁護委員委嘱状交付式

緊
張
し
た
表
情
で
式
に
臨
み
ま
し
た

新しい生活にドキドキ
町内各保育園・幼稚園で入園式

　４月２日から８日にかけて、町内の各保育園と幼稚

園で入園式が行われました。その中で最も早く、4月

２日に晴山保育園で入園式が行われました。小笠原

亨
とおる

園長から「皆さんの入園を歓迎します」と保育園

の新たな仲間として認められた新入園児たち。山本賢

一町長からは「お友達をたくさんつくって、毎日元気

に遊んでください」とお祝いの言葉が贈られました。

それぞれの入園式の様子は本誌18～19ページのスナ

ップ写真館で紹介し、新入園児は月を改めてご紹介し

ています。

研
究
結
果
と
と
も
に
調
査
協
力
の
感

謝
を
伝
え
る
津
金
セ
ン
タ
ー
長
（
右
）

　町農村環境改善センターで 4 月 28 日、町保健推進

員と食生活改善推進員の合同会議が開催されました。

国立がんセンターの津金 昌
しょう

一
いち

郎
ろう

センター長が講師と

なり、20 年前に当町でも実施された健康に関するア

ンケートと、その回答者の現在の健康状態などの結果

を基に講演を行いました。津金センター長は「20 年

前の皆さんのご協力でこの調査ができました。そして

今、皆さんのご協力が 20 年後の人たちの健康につな

がります」と積み重ねの大切さを話しました。

健康も研究も積み重ね
町保健推進員・食生活改善推進員合同会議

ブ
ロ
ア
ー
や
ほ
う
き
を
使
っ
て
園
内

の
落
葉
を
集
め
ま
す

　町建友会（坂本昌
まさ

彦
ひこ

会長）が 4 月 17 日にフォリス

トパークで清掃活動を行いました。町内の建設業者

23 社から 24 人が参加。町商工会や同婦人部、青年

部なども賛同し、総勢およそ 50 人で半日をかけて、

園内やフォリストパークへ続く道路のごみ拾いや落葉

の除去を行いました。坂本会長は「先代の会長のころ

から地域貢献活動の一環として始め、10 年は活動し

ている」と話しながら、5 月に見ごろを迎えるチュー

リップの花壇周辺を掃いていました。

園内を掃除し春を迎える
建友会がボランティアでフォリストパークを清掃

広
大
な
草
原
に
飛
び
出
し
た
牛
た
ち

広大な牧野を駆け回る
町営牧野開牧式

　町営米田・八木沢・大平牧野の開牧式が4月26日に

行われ、黒毛和牛76頭、乳用牛10頭が運び込まれま

した。牛たちは計量や防虫のための消毒、採血などを

終えた後、広い牧野へと元気に駆け出しました。翌

27日には町営鶴飼牧野が開牧し、こちらは黒毛和牛

39頭が放牧されたほか、馬も放牧されるとのことで

す。およそ半年ぶりに広大な草原に飛び出しておいし

そうに草を食む牛たちは看視員の管理のもと、牧区を

移動しながら11月まで放牧されます。

二
戸
地
域
で
の
周
波
数
は
82
・
２
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
で
放
送
中

町の新たな情報発信
エフエム岩手で町の情報を発信

　町では、４月29日から平成29年の３月31日までエ

フエム岩手の中で町の特産品やイベントなどの情報発

信を行います。放送時間は毎週金曜日の午後１時55

分から午後２時までの５分間で、番組名は「軽米主義

－ｋａｒｕｍａｉｓｍ－」。かるまいブランドをはじ

めとする特産品のＰＲや観光施設などの紹介、10月

に開催される希望郷いわて国体のＰＲ、夏祭りや秋ま

つりなどの各種イベントのお知らせのほか、元気のあ

る町内のお店の紹介などを行い、町の総合的な知名度

アップをめざします。
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■夢・希望・えんぴつ■

軽米中学校３年軽米中学校３年

　　苅苅敷山　敷山　楓楓
ふうふう

花花
かか

  さんさん
（萩　田）（萩　田）

　

私
た
ち
軽
米
中
学
校
全
校
生
徒

は
、
現
在
５
月
21
日
（
土
）
に
行
わ

れ
る
体
育
祭
に
向
け
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
体

育
祭
は
、
親
御
さ
ん
や
地
域
の
方
に

立
派
な
姿
を
見
せ
、
成
長
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
雄
姿

～
燃
や
せ
二
百
十
六
の
闘
志
～
」
と

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
し
、学
校
閉
鎖
に
な
る
な
ど
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
活
動
が
出
来

ず
、
各
組
団
と
も
に
毎
日
必
死
に
活

動
で
き
な
か
っ
た
日
の
分
を
取
り
戻

そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
軽
米
町
内
の
中
学
校

が
統
合
し
て
３
年
目
と
い
う
節
目
の

年
で
も
あ
り
、
よ
り
一
層
気
合
が
入

っ
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
、
初
め
て

の
二
大
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
２
年

生
は
、組
団
を
支
え
る
立
場
と
な
り
、

３
年
生
は
、
最
後
の
体
育
祭
と
な
り

ま
す
。
全
校
生
徒
、
日
頃
の
生
活
か

ら
積
極
的
に
行
動
し
た
り
、
自
ら
声

を
出
し
た
り
と
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
の
ソ
ー
ラ
ン
練
習
も
行

っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、５
月
21
日（
土
）

軽
米
中
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
各
組
団
の
本
気
の
姿
が
見

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
私
た

ち
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

体
育
祭
の
取
り
組
み

今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
３
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

大
型
犬
を
飼
い
た
い
！

キキ
ララララ

キキ

るるるるるるるるる光光

※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す

水水す
い
す
い

仙仙せ
ん
せ
ん

のの
芽芽めめ

立立だだ

ちち
一一い

っ
い
っ

斉斉せ
い
せ
い

土
ぬ
く
し

土
ぬ
く
し

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

雪雪ゆ
き
ゆ
き

谷谷やや

川川が
わ
が
わ

別
れ
を
つ
げ
る
ス
ワ
ン
か
な

別
れ
を
つ
げ
る
ス
ワ
ン
か
な

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

幼幼お
さ
な

お
さ
な

子子ごご

と
踏
む
若
草
の

と
踏
む
若
草
の
香香

か
お
り

か
お
り

立
つ
立
つ

中
田　

紀
子

中
田　

紀
子

春
浅
し
ね
む
れ
る
が

春
浅
し
ね
む
れ
る
が
如如ご

と
ご
と

姉姉
逝逝ゆゆ

け
り
け
り

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

花
の
苗
あ
ふ
れ

花
の
苗
あ
ふ
れ
店店て

ん
て
ん

頭頭と
う
と
う

暖暖あ
た
た

あ
た
たか

し
か
し

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

作
り
作
り
雛雛び

な
び
な

な
れ
ど

な
れ
ど
句句くく

会会か
い
か
い

のの
華華は

な
は
な

や
ぎ
に

や
ぎ
に

高
橋　

美
智
子

高
橋　

美
智
子

出出でで

際際ぎ
わ
ぎ
わ

ま
で
ま
で
季季きき

語語ごご

か
ら
か
ら
回回ま

わ
ま
わ

りり
冴冴さ

え
さ
え

返返か
え
か
え

るる

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

春春し
ゅ
ん

し
ゅ
ん

泥泥で
い
で
い

に
足
を
と
ら
れ
て
泣
く
子
か
な

に
足
を
と
ら
れ
て
泣
く
子
か
な君

成
田　

美
代
子

君
成
田　

美
代
子

曇曇く
も
く
も

り
空
声
の
み
高
く

り
空
声
の
み
高
く
鳥鳥と

り
と
り

帰帰か
え
か
え

るる

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

雪雪ゆ
き
ゆ
き

解解げげ

川川が
わ
が
わ

く
ね
り
大
き
く
マ
ガ
ト

く
ね
り
大
き
く
マ
ガ
ト
渕渕ぶ

ち
ぶ
ち

松
村　

英
子

松
村　

英
子

ど
こ
に
で
も

ど
こ
に
で
も
良良よよ

く
咲
き

く
咲
き
誇誇ほ

こ
ほ
こ

るる
犬犬い

ぬ
い
ぬ

ふ
ぐ
り

ふ
ぐ
り

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

生
き
る
こ
と

生
き
る
こ
と
耐耐たた

え
ぬ
く
こ
と
の

え
ぬ
く
こ
と
の
八八やや

十十そそ

路路じじ

春春は
る
は
る

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

　

平
成
26
年
の
２
月
か
ら
花
の
里
か

る
ま
い
で
働
い
て
い
る
於
本
さ
ん
。

Ｑ
、
現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由

は
？

　

な
り
ゆ
き
と
い
う
か
、
ご
縁
が

あ
っ
た
の
で
。仕
事
を
し
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
し
、
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

天
あ
ま
の

邪じ
ゃ

鬼く

。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

読
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
観
賞
な
ど
、
イ
ン

ド
ア
系
の
趣
味
が
多
い
で
す
。

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
は
？

　

大
型
犬
を
飼
い
た
い
で
す
。

於本　桃
もも

子
こ

 さん
（22歳、大沢）

身長161㌢、おとめ座

花の里かるまい

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

の
ど
か
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル

▼
好
き
な
色
…
紫
、
水
色

▼
好
き
な
花
…
ひ
ま
わ
り
、
月
下
美
人

▼
今
欲
し
い
も
の
…
新
し
い
車

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
一
途
な

人
。
な
じ
む
人
。

冠婚葬祭　３月分＜ 敬 称 略 ＞

緑 ヶ 丘 松 本 怜
れい

奈
な

（崇幸・智子）

元 屋 町 佐々木　陽
はる

　菜
な

（裕之・幸恵）

屋 敷 奥　谷　凌
りょ

央
う

馬
ま

（俊一・朋加）

下 新 町 中 嶋 希
き

子
こ

（学・真琴）

大 町 増 尾 美
み

玖
く

（貴弘・真紀子）

米田大久保 大久保　キ　ヨ （82歳）

上 舘 小 林 ト メ （92歳）

山 口 金　山　テル子 （50歳）

小 玉 川 山　下　寅三郎 （89歳）

上谷地渡 滝 沢 ユ キ （93歳）

上 河 南 一 條 タ カ （89歳）

下 新 町 大 崎 ツ セ （100歳）

向 高 家 久 保 勝 治 （83歳）

横 枕 井戸畑　富　夫 （51歳）

蓮 台 野 工　藤　キヨミ （81歳）

民 田 山 田 澤 チ ヤ （80歳）

下 新 町 荒 川 和 久 （45歳）

上 円 子 大 崎 ス ヱ （84歳）

軽米駒木 田 畑 タ キ （80歳）

おめでた （　）内は父母の名
おくやみ （　）内は享年

おしあわせに

｛ 松 本 直 幸 （本　町）

白 澤 聡 子 （盛岡市）

｛ 古 舘 和 希 （高清水）

竹 澤 志 保 （沢　里）

｛ 長 瀬 明 弘 （下新町）

大 　 下 　 麻 衣 子 （南部町）

人の動き ＜平成28年３月31日現在／町民生活課調べ＞

 男　 4,727人(ー27) / 女　4,941人（－44)

合計　9,668人(－71) / 世帯数 3,760(－14)

転入　14人（32人） / 転出　88人（107人）

出生　５人（14人） / 死亡　16人（50人）
※（　）は１月からの累計※（　）は前月比

「きらきら光る」

登場者を募集中

☆当コーナーでは、

町在住、または町で

働く若者を紹介して

います。

　自薦、他薦を問い

ませんので、下記ま

でご連絡ください。

－問い合わせ先－

役場総務課広報担当

（☎46-2111）
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生

図

▼今月の飲酒運転検挙者はありません

　被害を防ぐキーワード

～生活経済事犯被害の未然防止～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森

健康福祉課
保健師長

　日向　安子

そろいのポロシャツ着用の意味

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

老いる老いる 健康福祉課（☎４６－４１１１）

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

３月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 ０件 ０件 ±０

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 ０人 ０人 ±０

物 損 事 故 ７件 47件 －12

救急車出動回数 19回 103回 －28

「悪徳業者は　う・そ・つ・き　」

うまい話を信用しない！

そうだんする！

つられて返事しない！すぐに契約しない！

きっぱり　はっきり　断る！

　県内では、悪徳業者による辻のような被害やトラ

ブルが発生しています。業者の巧みな話にだまされ

ないよう十分注意しましょう。

●利殖勧誘商法…偽物の株や社債を購入させたり、

　架空の事業への投資を持ちかけて、お金をだまし

　取ります。

●点検商法…住宅やトイレ周りの無料点検のふりを

　して訪問し、高額で不要な工事をしたり、勝手に

　町では、軽米病院で精神科外来の診療を行って

いる木曜日にあわせて役場の職員が町の自殺対策

に取り組む気持ちを一つに、｢支えあおう心とい

のち｣の言葉が入った青いポロシャツを着用して

います。

　岩手県は、全国で自殺で亡くなる方が１、２番

めに多い状況が数年続きました。軽米町でも、自

お役立ち情報

ー今月の新刊ー

　昔ながらのマカロニサラダ、
肉どうふ、笠原家の豚こまカレ
ー、れんこん明太サラダ…。人
気店「賛否両論」の店主・笠原
将弘を育てた味、お手軽そうざ
い 70 品のレシピを紹介。

　大切な人の不倫、不正、裏切
り。正義によって裁くのか、見
ないふりをするか―。2014 年
の東京で暮らす 3 人の男女の
選択が未来を変えていく。新次
元の群像ドラマ。

【児童書】 【一般書】

　なわとびやとび箱、さか上が
り、水泳。できるようになると
体育の授業はもっと楽しくなる
よ。友だちやおうちの人と一緒
に練習するコツが、写真でよく
わかります。

作・絵/はやしますみ

（
主
婦
の
友
社
）

（
文
藝
春
秋
）

　田んぼには、いきものがい
っぱいいるよ。たくさん食べ
て、食べられて…。大きなも
のが小さなものを食べていく
食物連鎖の様子を、四季の移
り変わりとともに明るく描い
た絵本。

書館だより
町立図書館（☎４６－４３３３）

（
小
学
館
）

（
ひ
か
り
の
く
に
）

橋を渡る

著/笠原将弘

監修/筑波大学附属小学校

体育スクール

たんぼレストラン

著/吉田修一

今月の図書館ひろば
　日時：5月16日  10:00 ～ 11:00
　場所：図書館となりの蔵

僕が食べたい和そうざい

対象：幼児
　　　小学校低学年

ら命を絶つ方が多い現状で、町の課題として取り

組んでいます。

　こうした中、どのようにすれば自ら命を絶つ方

を減らすことができるか模索しながら、先進地で

効果の出ている取り組みを町の現状に合わせなが

ら取り入れています。その一つがそろいのポロシ

ャツを着用することで、町の問題として取り組ん

でいるという気持ちをＰＲすることです。

　職員が心ひとつにすることも目的ですが、町民

米病院だより軽 岩手県立軽米病院（☎４６－２４１１）

災害への備え

　九州で大地震があり被災者が大変な思いをして

います。軽米では平成11年に雪谷川の水害があ

り、平成23年には東日本大震災・津波がありま

した。熊本や大分のことも他人事ではない気がし

ます。

　政府の地震本部の報告によると、三陸沖北部～

房総沖を震源地とするM8.6～9.0の地震が30年以

内に起こる確率は30%だそうです。また、青森

県倉石村から葛巻町にかけて折爪断層が走ってお

り、最大でM7.6の地震が想定されていますが、

発生する確率は不明のようです。日本にいる限り

大きな地震が来るのは避けられないことでしょ

う。

　地盤が大丈夫か、地滑りによる被害の可能性は

ないのか、家屋の耐震機能は十分なのか、家具の

固定は大丈夫かなどをチェックしておく必要があ

ります。また、非常用食品や防災グッズをそろえ

るのも大切です。通院中の方はお薬手帳を忘れな

いでください。

　軽米病院の場合、地下38mに固い岩盤があり

地盤はしっかりしています。耐震機能も問題ない

ようです。停電になっても、自家発電により通常

使用量の電気を3日以上供給できます。

　地元で災害があっても、ある程度

対応できると考えています。

　　　　　　　　　（院長　横島孝
たか

雄
お

）

　換気扇を取り付けたりします。

●送り付け商法…注文していない高額な健康食品や

　海産物などを勝手に送りつけ、言葉巧みにウソを

　ついて、高額な代金を一方的に請求します。

●押し買い…高齢者宅などを訪問し、断ろうとして

　も貴金属などを強引に安い値段で買い取っていき

　ます。

の皆様にご理解いただき、日々の

生活の中で気持ちを支える一助に

していただくことが一番の目的で

す。効果のわかりにくい活動です

が、今後とも皆様のご理解とご意

見をいただきながら活動を進めて

いきたいと考えています。よろし

くお願いします。

）
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町内の保育園・幼稚園の

入園式

スナップ写真館スナップ写真館

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

4/7　笹渡保育園入園式4/7 笹渡保育園入園式

菅整形外科皮膚科クリ
ニック　　（☎23-7311）

二戸市
石切所

菅歯科
（☎23-5161）

二戸市
福　岡

川村医院
（☎23-3252）

二戸市
福　岡

菅原歯科医院
（☎27-3301）

二戸市
金田一

いちのへ内科クリニック
（☎33-2701）

一戸町
高善寺

こしみず歯科クリニック
（☎33-4618）

一戸町
一　戸

齋藤産婦人科医院
（☎23-2505）

二戸市
石切所

菅原歯科クリニック
（☎23-1180）

二戸市
福　岡

カシオペア医院
（☎23-3331）

二戸市
堀　野

曽根歯科医院
（☎27-3108）

二戸市
金田一

５月15日（日）

22日（日）

29日（日）

６月５日（日）

12日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

4/8　軽米幼稚園入園式4/5　軽米保育園入園式 4/8 軽米幼稚園入園式4/5 軽米保育園入園式 4/6　小軽米保育園入園式

二戸保健所からのお知らせ

　二戸保健所では、エイズ、性器

クラミジア、肝炎ウイルスの検査

や骨髄バンク登録を行っていま

す。検査や登録は無料ですが、予

約が必要です。ご希望の方はお気

軽にお問い合わせください。

■日時：毎月第３木曜日

　各種検査…13：30 ～ 14：30

　骨髄バンク登録…14：30 ～

　15：30

■場所：二戸保健所３階相談室

【予約・問い合わせ先】二戸保健

所保健課（☎２３－９２０６）

もっと知ろうもっと知ろう
みんなの国民年金みんなの国民年金

国民年金保険料に納め忘れのある方へ
平成２７年１０月に後納制度が変わりました！

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付するこ

とで、将来の年金額を増やすことができる「後納制度」が

平成27年10月から３年間限りの特例として開始されまし

た。

　後納制度を利用するには、申込みが必要です。詳しく

は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。

　※お問い合わせの際は、基礎年金番号のわかるものをご

用意ください。

【問い合わせ先】

　国民年金保険料専用ダイヤル

　　　（☎０５７０－０１１－０５０）

　二戸年金事務所（☎２３－４１１１）

　役場町民生活課（☎４６－４７３４）

総務省からのお知らせ

　６月１日から 10 日は「電波利

用環境保護周知啓発強化期間」で

す。電波は、ルールを守って使い

ましょう。電波の混信・妨害につ

いてのお問い合わせは下記まで。

【問い合わせ先】総務相東北総

合通信局（☎０２２－２２１－

０６４１）

税務職員
（高校卒業程度）を募集

　仙台国税局では税務職員を募集

しています。

■受付期間：６月 20 日（月）～

　　29 日（水）まで

■第一次試験日：９月４日（日）

【問い合わせ先】仙台国税局（☎
０２２－２６３－１１１１）また

は人事院東北事務局（☎０２２－

２２１－２０２２）

お詫びと訂正
　広報かるまい平成28年４月
号記事『新採用職員を紹介』に
おいて、兼田一史さんの所属が
地域整備課となっていましたが
正しくは産業振興課の誤りでし
た。また、金山晃司さんの名前
の読みが「こうし」となってい
ましたが正しくは「こうじ」の
誤りでした。
　訂正してお詫びいたします。

福祉の仕事出張相談会

　介護・福祉の仕事に関心のある
方、資格の有無は問いません。
　求人情報・施設の情報お伝えし
ます。
■日時
　５月17日、６月７日、14日、
　21日（いずれも火曜日）
■場所　ハローワーク二戸会議室
※来訪順に相談を受付しますが、
事前に電話予約をいただいた方が
優先となります。
【問い合わせ・事前予約先】
　岩手県福祉人材センター　県北
担当キャリア支援員　城内
（☎０８０－１６５１－６２０３）

味
あじ

彩
さい

お膳・折詰・弁当・オードブルお膳・折詰・弁当・オードブル
お祝いごとやご法事等にお祝いごとやご法事等に
お気軽にお電話くださいお気軽にお電話ください

手造りの店☎☎４６－３６８０４６－３６８０

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内の業者、町内の業者などなどからの広告をからの広告を掲載しています掲載しています

地域版事前指示書「ＨＯＴ

ＡＲＵ」ができました

　カシオペア地域版事前指示書

「ＨＯＴＡＲＵ」ができました。

事前指示書とは「突然の病気」な

どで自分の意思を伝えることがで

きなくなってしまう場合に備えて

“自分の終末期医療（ケア）をど

うしてほしいのか”という思いを

事前にご家族や親しい人々、かか

りつけ医と相談して書き記してお

くものです。

　事前指示書の用紙は、地域病院・

診療所・薬局などの医療機関や地

域包括支援センターなどで入手す

ることができます。詳しくはお問

い合わせください。

【問い合わせ先】カシオペア地域医

療福祉連携研究会事務局（☎２３－

２１９１）

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

軽米高校同窓会総会

■日時：６月 11 日（土）

　　　　午後６時～総会

　　　　総会終了後、懇親会

■場所：総合会館　瀧村屋

■会費：男性４，０００円

　　　　女性３，０００円

　　　　学生・20 歳未満は無料

【申込先】軽米高校内　同窓会事

務局（☎４６－２３２０）

武藤整骨院

院長：武藤昭　　柔道整復師：武藤誠子院長：武藤昭　　柔道整復師：武藤誠子

☎☎（０１９５）４６－２３８０（０１９５）４６－２３８０

★診療時間★
月曜～金曜日　午前8：00 ～正午、午後2：00 ～ 7：00
土曜日　　　　午前8：00 ～正午
◎日曜日・祝日　休診（急患は随時受け付けます）
◎各種保険取扱い

16 月

17 火

18 水
介護者のつどい【防災センター】13：30～15：00
1.6歳児健診【ふ】13：00～13：30受付

19 木

20 金 芝桜交流グラウンド・ゴルフ大会【ハ】

21 土 図書館ひろば【図】10：00～

22 日 休日と夜間の納税相談【税務会計課】～24日

23 月

24 火

25 水
チャレンジデー2016
転倒予防セミナー【環】10：00～12：00

26 木

27 金

28 土

29 日
芝桜カップ町長杯中学生軟式野球大会【ハ】
芝桜バドミントン交流大会【体】
芝桜カップ中学校女子団体ソフトテニス大会【運】

30 月

31 火 教育相談【公】9：00～15：00

1 水 芝桜ふれあいパークゴルフ大会【ハ】

2 木 芝桜交流ゲートボール大会【ハ】

3 金

4 土
希望郷いわて国体軟式野球競技プレ大会【ハ】
芝桜カップ中学生バスケットボール大会【軽米小、中学校】

5 日
芝桜カップ少年サッカー交流大会【ハ】
芝桜カップ中学校男子団体ソフトテニス大会【運】

6 月

7 火

8 水 乳児健診【ふ】13：00～13：30

9 木

10 金

11 土 町民文化祭さつき盆栽展【公】～12日

12 日 軽米小学校学区民運動会【軽米小学校】

13 月

14 火

15 水 介護者のつどい【防災センター】13：00～15：00

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

６月　June

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

５月　May

※この他、５月～６月にかけて、肺がん・大腸

がん・特定健診と婦人検診・骨粗しょう症検診

が行われます。日程と会場は「広報かるまいお

知らせ版」をご確認ください。
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　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記

いわて国体 わんこ情報局
いわて国体に関する情報をお伝えします

炬火イベントを開催します！
チャレンジデーと同時開催

　チャレンジデーの開催に合わせて、希望郷

いわて国体「軽米町炬火イベント」を開催し

ます。「炬火」とはオリンピックでいう「聖火」

のこと。当日は、各小学校で採火した種火を

集め、１つの「軽米町の火」にする集火式を

行います。

　また、公募してい

た「軽米町の炬火名」

の発表も実施します。

　参加者には、参加

記念品も配布します

の で、 チ ャ レ ン ジ

デーとあわせて、ぜ

ひお誘いあわせのう

え、ご参加ください。

【日　時】５月２５日（水）６：３０～

【会　場】軽米町役場正面玄関前

【その他】チャレンジデーラジオ体操終了後

に行います。動きやすい服装でご参加くださ

い。

　希望郷いわて国体

　プレ大会を開催！

　希望郷いわて軟式野

球競技会のプレ大会と

して、高松宮賜杯第

６０回全日本軟式野球大会（１部）岩

手県予選が行われます。お誘いあわせ

のうえご来場いただき、選手への熱い

声援をお願いします。

日時：６月４日（土）

　　　第１試合　９：００～

会場：ハートフル野球場

希望郷いわて国体まで　あと５か月

５／ 25（水）

０時～ 21時みんなで参加しよう

　　チャレンジデー 2016

対戦相手は秋田県五
ご

城
じょう

目
め

町
まち

チャレンジデーってどんなイベント？
　チャレンジデーは、毎年 5 月の最終水曜日の

午前 0 時から午後 9 時までの間に、15 分以上継

続して身体を動かした住民の参加率を競い合う、

住民総参加型スポーツイベントです。

　今年は 5 月 25 日に、全国 130 の市区町村が

参加して開催、軽米町はこれまで７勝３敗、今年

で 11 回目の参加です。

誰でも気軽に参加できるイベントです
　開催日当日に軽米町内にいるかであればどなた

でも参加できます。

　激しい運動やスポーツである必要はありませ

ん。とにかく体を動かせばＯＫです。

例えば・・・

   散歩、ラジオ体操、徒歩での買い物　など

「五城目町」ってどんな町？
　秋田市から北 30 キロほどに位置し、東部には

山間部、西部には市街部や田園が広がっているの

どかな町です。

人　口：９，９７０人
（平成28年２月１日現在）
チャレンジデーへの参加
は９回目。

秋田県五城目町データ

※チャレンジデーは、事業費の一部を「軽米町チャ

レンジデー実行委員会（事務局：町教育委員会）」が、

笹川財団からの助成金を受けて実施しています。

【問合せ先】

　軽米町チャレンジデー実行委員会事務局

　教育委員会事務局生涯学習グループ内

　☎ 46-4744　　FAX 46-3050

　キイチゴの生産量が全国1位

とも言われており、多くの特産

品が販売されています。

※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。
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